
平成２３年度事業報告       （付属明細書）

Ⅰ、公的目的事業

普及啓発事業 公１

香席 吉祥天にちなむお香とお茶の会
薬師寺 24.1.15 参加者 ３９８人 指導 志野流 蜂谷宗玄宗匠
東京別院 24.2.05 参加者 ７９人 指導 御家流 小畑洋子教授

大基忌香
薬師寺 24.2.22 参加者 ４８人 指導 御家流 堀井暁蓉教授

体験教室「講演と香体験」 裏千家淡交会青年部近畿第２ブロック
　　ハートンホテル南船場 参加者 １１０人指導 御家流 堀井暁蓉教授

23.10.01 　　お香の会事務局

国民文化祭事業 公１

１、 国民文化祭京都２０１１　に参加出展

平成２３年11月5日(土）、6日(日）　　　2日間

『はじめてのお茶とお香』をキャッチフレーズにして京都市東山区
八坂倶楽部と建仁寺塔頭“禅居庵”において開催

香席　禅居庵会場　
　　　11月5日、6日　香道二大流派 御家流と志野流の宗家・家元を迎え香席
　　　「はじめてのお香」を開筵し好評を得ました。

志野流 三星香 1日5席 2日間10席指導 志野流家元

御家流 初時雨香　1日5席 2日間11席指導 御家流宗家

入場者 親と子　1日目 208人 2日目217人

香に触れる　　八坂倶楽部会場
　　1日目 1607人 2日目 1739人

香道具の展示 お香の会
香にふれる 香の製造実演・参加 京都薫香組合の協力
（当財団　畑理事　熊谷理事・山田評議員 太田評議員各位の指導）

つじ説法特設ステージ
ミニ講演 （生駒理事、太田評議員の講演）

　　２、あすKyoフェスタ　（国民文化祭直前体感事業）
　　　　　 京都勧業会館みやこめっせ

　　入場者 4000人超 指導・運営 畑　正高理事

伝統文化伝承支援事業 公１
　
　　１、伝統行事での献香などを伝承支援する事業

天武忌における献香
10月8日 薬師寺 参加者 880人 志野流家元 蜂谷宗玄宗匠

修正会における供香
1月1日 東京別院参加者 280人 御家流教授 小畑洋子教授

大基忌における供香



2月22日 薬師寺 参加者 53人 御家流教授 堀井暁蓉教授
山本霞月忌における供香

2月4日 東京別院参加者 27人 御家流教授 小畑洋子教授

　　　※平成23年4月　花会式における献香、平成23年5月 最勝会における配香は
移行前法人において実施いたしました。

助成・斡旋事業 公２
　
　　１、日経大手町「はじめてのお香」２回（7/27,2/26）参加者 １２５人

実践女子大学　　10/30 参加者 　３０人
体験香席３回（11/14、1/20、2/26） 参加者 　６４人

御家流 小畑洋子教授
　　２、岡谷伽羅の会　市民の生涯教育の一環として講和・講習を行う

岡谷市市民文化会館 　４回開催（年間６回）
飛鳥お香の会
　　　 明日香　中井様宅 　　４回開催（年間６回）

お香の会評議員　松久保秀胤
　　３、講習会

御家流 　志野流

薬師寺会場 ７回(年間１０回） ７回(年間１０回）

名古屋会場 ７回(年間１０回）

東京別院会場 ７回(年間１０回） ７回(年間１０回）

指導 御家流 薬師寺・名古屋会場 御家流 堀井暁蓉教授
津峡別院会場 御家流 小畑洋子教授

志野流 薬師寺・東京別院会場 志野流 蜂谷宗苾宗匠

国際交流事業 公２

外国人に日本の伝統文化を体験させ、文化交流を図りました。

　　１、日本人外国人の香道体験　（奈良先端科学技術大学院大学）
23.12.3 薬師寺まほろば会館 ４３人御家流 堀井暁蓉教授

　　２、WTT　welcome to tokyo 21か国の外交官同夫人 
24.1.23 薬師寺東京別院 　　６０人御家流 小畑洋子教授

　　３、日独夫人アンブルネン ドイツ人６名含む
24.3.9 薬師寺東京別院 　　１５人御家流 小畑洋子教授

広報事業 公１

ホームページで情報開示・行事の案内をしました。
財団の紹介、財団の事業、役員名簿、財務状況などデスクロジャーしました。

お香とは、お香の歴史、香道の流派、香の種類、組香について、講習会等
開催の案内など情報を発信しました。

Ⅱ　財団から出席した香会など

御家流 香聚会 松伯美術館 奈良教室参加
堯山忌 焦雨園 山田副理事長
堯雲忌 二尊院 堀井暁蓉理事



志野流 松隠会聞香はじめ　　銀閣寺 山田副理事長

松隠会全国大会　　安芸宮島 山田副理事長
柴田、三井

Ⅲ　法人の活動

　　１、公益認定後の諸手続き
公益認定後法人登記、諸官庁・諸機関への届出、対外的情報公開
等の手続き、対内的な諸手続きをしました。

　　２、会計基準を２０年基準に引き上げ実施
会計基準を２０年基準へ移行し処理に入りました。

　　３、寄付金税額控除対象法人への認定承認申請を行いを内閣総理大臣
から認定書の交付を受けました。


